
署
名
を
集
め
る
中
で
、
「
物
価
高
で
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
給

食
費
が
無
料
に
な
れ
ば
助
か
る
」
、
「
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
だ
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

  

全
国
で
は
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
踏
み
出
す
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
10
月
末
時
点
で
４
９
３
自
治
体
に
達
し
て
い
る
。
富
山
県
で
も
、
朝

日
町
で
小
中
学
校
の
給
食
費
が
無
料
に
な
り
、
上
市
町
は
２
０
２
３
年
度

無
料
で
あ
る
。
今
年
11
月
に
総
合
計
画
特
別
委
員
会
で
行
政
視
察
に
行
っ

た
愛
知
県
大
府
市
で
も
、
中
学
３
年
生
の
給
食
費
を
無
料
に
す
る
こ
と
に

な
り
、
今
年
は
３
学
期
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
中
学
３
年
生
は
高
校
進
学
に
向
け
て
費
用
が
か
か
る
の
で
、
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【
上
田
市
議
】
小
矢
部
市
の
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
署
名
が
、
６
７
５
名
分
集
め
ら
れ
市

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
集
め
た
の
は
、
新
日
本
婦
人
の
会
小

矢
部
支
部
で
、
11
月
７
日
に
市
長
に
面
会
し
手
渡
し
た
。
「
小

中
学
校
の
保
護
者
負
担
を
減
ら
す
こ
と
、
国
に
無
償
化
を
求
め

る
こ
と
」
「
学
校
給
食
に
地
元
食
材
は
も
と
よ
り
、
有
機
農
産

物
を
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
こ

と
」
を
求
め
て
い
る
。 

上
田
由
美
子
市
議
は
12
月
議
会

一
般
質
問
で
15
日
、
６
７
５
名
の

署
名
に
答
え
て
給
食
費
無
償
化
に

踏
み
出
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

保
護
者
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。 

今
年
７
月
、
小
矢
部
市
は
県
に
対
し
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
、
国
等
へ
の
働
き
か
け
、
県
に
お
け
る
財
政
支
援

を
初
め
て
要
望
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。 

し
か
し
、
国
と
県
に
先
駆
け
て
、
市
独
自
で
給
食
費
の
一
部

補
助
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

小
矢
部
市
で
学
校
給
食
費
を
無
償
に
す
る
費
用
は
ど
れ
だ
け

か
。
ま
た
、
一
人
に
月
１
千
円
を
補
助
す
る
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
。

就
学
援
助
制
度
で
支
給
さ
れ
る
額
は
除
い
た
金
額
を
尋
ね
る
。 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
小
矢
部
市
の
学
校
給
食
費
は
、

年
間
約
１
億
２
、
６
０
０
万
円
で
あ
り
、
一
人
に
月
１
、
０
０

０
円
補
助
す
る
費
用
は
年
間
約
８
０
０
万
円
で
あ
る
。
学
校
給

食
費
の
無
償
化
は
国
の
政
策
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  
【
上
田
市
議
】
年
間
８
０
０
万
円
な
ら
市
独
自
で
も
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
物
価
高
騰
に
見
合
う
賃
上
げ
は
行
わ
れ
ず
、

生
活
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
が
大
部
分
だ
。 

憲
法
第
26
条
で
は
、
「義
務
教
育
は

無
償
と
す
る
。
」と
し
て
い
る
。
来
年
度

は
補
助
の
額
を
増
や
し
、
小
矢
部
市
で

義
務
教
育
無
償
の
一
環
と
し
て
、
給
食

費
の
無
償
化
に
一
歩
近
づ
く
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
、
子
育
て
の
後
押
し

に
な
る
と
考
え
る
。
署
名
し
た
み
な
さ

ん
の
声
を
力
に
、
こ
れ
か
ら
も
無
償
化

を
求
め
て
い
く
。 

 

市
民
か
ら
小
矢
部
砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
内
に
草

が
繁
茂
し
て
お
り
、
草
刈
り
が
必
要
だ
と
い
う
声
を

聞
き
、
11
月
11
日
現
場
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
内

部
に
あ
る
点
検
作
業
用
道
路
に
入
る
と
、
道
路
と

敷
地
の
間
に
は
金
網
が
あ
り
、
車
の
通
行
が
妨
げ
ら

れ
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
金
網
の
中
の
敷
地

で
は
草
が
生
い
茂
り
木
に
絡
み
つ
き
、
森
の
よ
う
な

状
態
で
す
。
何
ら
か
の
動
物
の
棲
み
か
と
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
、
病
害
虫
の
発
生
も
心
配
で
す
。 

こ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
能
越
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
北
陸
自

動
車
道
が
交
差
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
富
山
県
、
中
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

中
に
小
矢
部
市
と
砺
波
市
の
境
界
線
が
あ
り
ま
す
。 

 

の
草
刈
り
を
要
望
し
ま
し
た
。
県
の
担
当
者
は
、
管
理
団
体
に

伝
え
る
と
答
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
中
を
流
れ
る
四
ケ
村
用
水
に
枯
草
の

塊
が
詰
ま
り
、
流
れ
を
せ
き
止

め
て
い
ま
し
た
（写
真
）。
小
矢

部
市
農
林
課
に
伝
え
た
と
こ

ろ
、
小
矢
部
市
土
地
改
良
区
に

話
を
さ
れ
、
枯
草
は
取
り
除
か

れ
て
用
水
の
流
れ
は
回
復
し
ま

し
た
（
12
月
４
日
現
在
）
。 

今
後
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
内
の
草
刈
り
の
実
施
を
、
県
や
国
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
(

市
議
会
議
員
・上
田
由
美
子) 

11
月
16
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本
共
産
党
富
山
県
委
員
会
か
ら
県
へ
の
予

算
要
望
の
際
に
、
私
は
写
真
を
添
え
て
、
小
矢
部
砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
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